2013.05.15　13:30~16:30
@カフェテリア＆グル学

参加メンバー：川崎・岡田・平本・原田・鈴木


本日の目標

p.p及びr.qを明らかにし、論の方向性を決める。

◆宿題発表

宿題発表から出た、いくつか重要となる（であろう）キーワードを挙げておきます

・Liberal ArtsとGeneral Education、Liberal Educationの関係

⇒戦後日本に採用したのはGEである。これはLEと比べて大衆的である

・日本の教養教育における従来型と新型

⇒従来型はICUと東大、新型はSFC。具体的にその違いとは？

・生涯教育としての教養教育（文科省2002より）

⇒幼少期から成人後までを分類して、生涯にわたり新しい知識を獲得・統合することを奨励している。高等教育での目標は、社会への意識を高めることと人格の陶冶。

・企業の求める教養ある人材

⇒大学はこれを満たすべく教養教育を行っている。一方で、企業は教養のある人材が少ないと感じている。

◆話し合ったことetc…
・高等教育における教養教育と企業や社会との絶対的な結びつきは良いものか？

・GEとLEの違いは何であるのか？

・教養教育は生涯的な枠組みで行われるべきか？

・どのような教養教育を目指すべきか。また問題点はどこだと言えるのか。
【仮★論の流れ（？）】

大学で教養は学ばれるべきだ

　　　　　　↓

企業の求める教養と大学で学ばれる教養は一致しているか？

　　　　　　↓

一致しているなら・・・危険！

本来大学が果たす役割や教養のあり方とは？

◆HW

・企業の求める教養：まるちゃん

・大学が提供する教養－従来型と新型：さはるん

・アメリカがLiberal Artsに特化する理由：おかちゃん

・Liberal EducationがGeneral Educationになった理由：りいこ

・戦後日本でGEが中途半端のまま取り入れられた理由。戦前の影響：ひらっち

・「21世紀の教養と教養教育」を読み込む

★次回でさはるんが教育実習に行く前LAST！論の流れを確実に定めましょう！！

★今まで読んだ文献等今のうちに各自掲示板に更新しておきましょう！！

